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がわかった｡つまり戦略のレベルでは,オスはメ
スの排卵を大局的･確率的に ｢知って｣おり,ハ
ナレオスは,メスの排卵以外の発情によってはあ
まり投乱されていない｡しかし発情メスの行動パ
ターンからは,メスが封卵 をオスに ｢知らせる｣
こともあれば,そうでないこともあることがわか
った｡城術のレベルでは,個々のメスが排卵を顕
示するか隠蔽するかは,様々な社会的要因による
ものと恩う｡この排卵隠蔽と排卵顕示が,メスに
よる縫い分け戦術なのか,それともオス側の戦術
によって二次的に生じるのかは,まだわからない｡
繋瓶成功度などの測定や,オスの繁殖戦略ともあ
わせて分析する必要がある｡
ニホンサルにおける他個体反応の弁別と
正院判定
伏見安夫
ある個体の身振りや音声などが他の個体の行動
の生起鮫皮に影響を及ぼす場合,動物間にコミュ
ニケーションが成立したといわれる｡こういった
現象は単に,信号の受け手(聞き手)が送り手(
話し手)の行動に対して反応するという条件が満
たされていれば結果的に成立するものであり,請
し手の行動を特徴づける条件を含んでいない｡そ
こで,行動主義心理学,社会生物学などから指摘
されるように,話し手の行動を,聞き手の行動を
変えることにより利益を受ける行動としてとらえ,
聞き手をそのような的確な行動に申くためにどれ
だけの行動ができるかという視点から話し手の行
動に実験的行動分析を試みる｡今対象とする話し
手の行動は,聞き手を的確な反応に等くのに必
要虫低限の行動,つまり聞き手の反応の正誤を
判定する行動である｡この行動は,信号を発す
るだけの ｢言いっぱなし的｣コミュニケーショ
ンとは舛なる,話し手も聞き手の行動によって
自分自身の行動を変えていくような,双方向的な
コミュニケーションの基礎となる行動である｡
以上の観点から,実験室でのコミュニケーショ
ン場面の基礎として,ニホンザルの2個体場面で,
一方のサル(サルA)に相手のザル(サルB)の反応
の正駅を半促 させることを目的として実験を行った｡
被駿体はニホンザル2頭(4才,メス)2組｡
2個の突験箱に1頭ずつサルを入れ,実験箱の間
に反応用のキーボードを配置,さらにサルAの実
験箱円に判定用の2つのキーを設置した｡
(予備実験)
サルBに,キー ボード上の2つの選択キーに同時呈
示されろ赤･緑2つの色のうちの一方を,実験者
の呈示する位置サンプルに従って押すことを,学
習させた｡
(実験1)
サルBが赤を押したか緑を押したかを,サルA
に弁別させることが目的｡はじめは,サルAの1
個体場面でキーボード上の2つの選択キ のー一方に,
赤あるいは緑の一万のみを呈示し,そのキーを何
度か押させたのち,色によって異る判定用キーを
押させろことでサルAに色の弁別を学習させた｡
その後,サルBも実験室にいれ,今度は赤あるい
は緑のキーをサルBに押させる条件にした｡次に,
キ ボーード上の2つの選択キー Iこ赤,緑の色を同時に
呈示し,サルBがそのうちの一方を押した時(サ
ルBは,サルAからは見えないところに皇示され
る位置サンプルに従って反応すろ),押した色の
違いにより異なる判定用キーを押すことで,サル
AにサルBの反応を弁別させた｡2組ともサルA
はこれらの課題を学習し,サルBの手の動きを手
掛りにして赤をおしたか緑をおしたかを弁別する
ことができた｡
(実験2)
サルAに,実験1で弁別できるようになったサ
ルBの反応を,見本に照らしあわせてYes-No
で判定させることが日的｡第1段階では,キーボ
ードに新たに設置した見本キーに赤あるいは緑の
色を呈示する｡サソレAが見木キー を,サルBが点灯さ
れた選択キーを押したのち,サルAは,2つのキーの
色が同じであれば判定用キーのうちYesのキーを,
臭っていればNoのキーを押す｡これによりサル
Aは2つのキーの色のSame-Diferentの判定
を学習することになる｡この学習が完成したのち,
今度は実験1で用いた2つのキーに赤,緑の色を
同時呈示し,サルBにどちらか｢方を押させる｡
サルAは,サルBの押したキーの色と見本キーの
色が同じであればⅥ∋S,臭っていればNoを押す｡
この課題によってサルAは,見本に照らしあわせ
てサルBの反応を判定することになる｡2組のサ
ルのうち,一万はまだ訓練中であるが,もう一方
ではこの学習を完成することができた｡
以上,サルBのキー押し反応を対象として,見
本を規準にした正誤判定(Yes-No報宙)をサ
ルAに学習させろことができた｡しかし,コミュ
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ニケーションという点からみると,現段階ではサ
ルBの反応を判定する時の韮準が,自分に利益を
もたらすかどうかということでなく,突放者が任
意に呈示する見本によっているということ,また
サルBの反応を統制するようなサルAの反応(描
守;信号を発する段階においてサルAは話し手,
サルBは聞き手として梯詑する)が形成きれてな
いなどの問題点がある｡これら不十分な点を補う
べく行動を形成していくとともに,形成した行動
を分析し,コミュニケーションといわれる現象に
おける話し手の行動を明確にしていくのが今後の
課題である｡
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